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フィロソーマ幼生の生時体色について
Notes on the color of living phyllosoma larvae (Decapoda: Achelata)
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はじめに

イセエビ類のフィロソーマ幼生は生時には透明で
あり，初めて見る人にとって幼生は遊泳し動いてい
る状態でもなかなか見つけにくい．そもそもフィロ
ソーマは研究の黎明期，まだイセエビ類の幼生であ
ることがわからなかった頃には ‘glass crab’ と呼ば
れたほど，透きとおった生き物というイメージが強
く，さらに次の幼生期であるプエルルスもガラスエ
ビ（glass shrimp）と呼ばれる．ところが，実際の
フィロソーマをよく見ると意外に色素をもつことが
あるのに気づく．出版物での一例をあげれば，地中
海産のヨーロッパイセエビ（Palinurus elephas）に
おいて論文や図鑑のカラー図版で見ることができる
（Kittaka & Ikegami, 1988; Martin, 2000）．ただし，こ
れらの報文中でも色彩への言及はなく，あくまで図
版を見てわかるだけである．同じように，最近のイ
ンターネット上では生きているフィロソーマの画像
が展示されているウエブサイトが増えつつあり，そ
れらの中には色素が確認できる例もある．しかし，
なぜか今まで見た範囲内では具体的な言及はない．
逆に簡単ではあるが色素に言及している数少ない例
（Lebour, 1950）では図示されていない．要するに，
おそらく研究者は見てはいるが，語られることがほ
とんどないというのが現状であると思われる．以前

に比べれば，容易に幼生の生体画像を得る環境が整
いつつある現在，十脚目の幼生においては色素の分
布が種判別の形質として有用になる事例もあり（和
田ら，2001），フィロソーマの色彩についての知見
を記録していくことも必要と思われる．今回，水産
庁漁業調査船の調査航海において，ヨロンエビ属
（ Palinurellus）とリョウマエビ属（Nupalirus）の
フィロソーマが採集され，それらの生時体色を撮影
する機会があったので，今後の研究への参考までに
話題提供したい．

生時フィロソーマの体色

今回の材料は，2013年と2014年に実施された水
産庁漁業調査船の照洋丸および開洋丸による，北緯
18～24度，東経124～131度の海域での仔魚調査航
海時に，プランクトン採集（IKMTネット，目合は
0.5 mmメッシュ，水深は0～300 m）で得られたイ
セエビ類の中期または後期フィロソーマである．こ
れらのほとんどは生きた状態では透明である種類で
あったが，その中に色素班が肉眼でも容易に認めら
れる2種類のサンプルがあった．これらの色彩をデ
ジタルカメラで撮影後，エタノールで固定して形態
観察に供した．種については形態と成体の分布域に
基づき，イセエビ科のリョウマエビ（Nupalirus ja-

ponicus）とヨロンエビ（Palinurellus wieneckii）と同
定された．図1に示した各画像からわかるように，
これらのフィロソーマは主に触角や胸脚の関節，あ
るいは腹節の連結部に斑点状に赤橙色から橙色の色
素が分布する．表1は肉眼により確認できた色素の
分布をまとめたものである．なお，各付属肢の外肢

1 国立研究開発法人　水産総合研究センター中央水産
研究所
〒236–8648　横浜市金沢区福浦2–12–4
National Research Institute of Fisheries Science, Fisheries
Research Agency, 2–12–4 Fukuura, Yokohama 236–8648,
Japan
E-mail: kzoea@affrc.go.jp



70 Cancer  24  (2015)

  ᛴбˢߴ   ǽ᝚ࡆࠥ     एǽ਽ࢳ

Ⱦȷȗȹɂᓨጨȟ᛻ɜɟȽȞȶȲᴫȦɟɜɁᓨጨɂ

ɲʉʘ˂ʵِްȾɛɝᅽ஽ᩖȺ๡܅ȪᴩȰɁऻɂᆬ

ᝓȬɞȦȻȟȺȠȽȞȶȲᴫ

ᤈՍɁᓨथᜤᣖȟɎȻɦȼȽȗɁɂᴼ

ȦɟɑȺȾ۹ȢɁᆅሱᐐȟႆ஽Ɂʟɭʷʇ˂ʨɥ

᛻ɞൡ͢ɂȕȶȲɂȭȺȕɞȟᴩᓨथȾȷȗȹɁ᜘

ՒȟɎȻɦȼȽȗɁɂͷ୒ȺȕɠșȞᴼǽ୎ɔȹࢺ

ႆɁᓨथɁᝓឧȻȗșᚐའȾȷȗȹᐎțȹɒɞȻᴩ

ȟȕɞɁȺɂȽȗȞᴫɅȻȷɁᛵىȠȢ2ȷɁᛵ۾

ਖ਼ศȺȕɞᴫȦɟɑȺɁʟɭʷʇ˂ʨढৰߔɂᜊى

Ɂᆅሱɂ˿Ⱦู˨ȺِްȨɟᴩᓨȟ੺ȤȲൈటɥ˿

ͶȾᚐɢɟȹȠȲȦȻȟᩜΡȪȹȗɞȻ९ɢɟɞᴫ

᚜1.ǽʟɭʷʇ˂ʨȾȝȤɞᓨጨɁґࢎᴥᴨɂȕɝᴩᴪɂȽȪɥᇉȬᴦ

ͶɁ᥂ͱ ʴʱɰʨɲʝ ʲʷʽɲʝ

ᭀ᥂

ቼ1᜔ᜏ + ᴥаብ᥂Ȼࣄژ᥂ᴦ ᴨ ᴥаብ᥂Ȼࣄژ᥂ᴦ

ቼ2᜔ᜏ ᴨ ᴥаብ᥂ᴦ ᴨ ᴥᩜኮ᥂ᴦ

ᅓ౤ ᴪ ǽ ᴨ ᴥ౤Ɂаብ᥂ᴦ

ᭋ۾ ᴨ ᴥ˨הȾɕґࢎᴦ ᴨ

ቼ1ˁ2ߴᭋ ᴪ ǽ ᴪ

ᑢ᥂

ቼ1ˁ2ᭋᑬ ᴪ ǽ ᴪ

ቼ3ᭋᑬ ᴨ ᴥюᑆɁᩜኮ᥂ᴩҰኮɁ˹ᩖᴦ ᴨ ᴥюᑆɁᩜኮ᥂ᴩҰኮɁ˹ᩖᴦ

ቼ1ᵻ4ᑢᑬ ᴨ             Ȁ ᴨ             Ȁ

ቼ5ᑢᑬ ᴪ ǽ ᴨ             Ȁ

๡ԇከ ᴨ ǽ ᴪ

ᒆ᥂

ᒆኮ ᴨ ᴥቼ1ᵻ3ᒆኮᴦ ᴨ ᴥȬɌȹɁᒆኮᴦ

ᒆᑆ ᴪ ǽ ᴪ

ኮࠆ ᴪ ǽ ᴨ

ᑆࠆ ᴪ ǽ ᴨ

๡ԇከ ᴪ ǽ ᴪ

َ1.ǽʟɭʷʇ˂ʨɁႆͶȾȝȤɞᓨဳɥᇉȪȲɵʳ˂႕ЅᴫA:   ᆀࡀڀฏնȺ૗ᪿȨɟȲʴʱɰʨɲʝ
ᴥNupalirus  japonicusᴦɁऻఙʟɭʷʇ˂ʨᴩB:  պρͶɁᒆ᥂ᴩC:  ʟɭʴʞʽూ஁๜ڒȺ૗ᪿȨɟȲʲʷ
ʽɲʝᴥPalinurellus   wieneckiiᴦɁ˹ఙʟɭʷʇ˂ʨᴫ˿Ⱦᩜኮ᥂ȾᠣൠᓨɑȲɂൠᓨɁᓨጨȟᝓɔɜɟ
ɞᴫ



71Cancer  24  (2015)

ʟɭʷʇ˂ʨႆࢺɁႆ஽Ͷᓨ

Ƚȝᴩ̾وᇉȪȲ2ȷɁ΍ɂᴩɿʽʡʵȟټ۾Ⱥᐼ

ᅓȺɕ߁஧ȾᓨथȟᝓឧȺȠɞɕɁȺȕɞȟᴩ޴᪨

ȾɂȲȻțɃɮʅɲʝᴥPanulirus   japonicusᴦɁɈ

ԇऻɁߴȨȽʟɭʷʇ˂ʨȺɕᴩаᣖɁLebour

ᴥ1950ᴦɁ΍ȻպറȾᴩ᭎ॊᨢ˩Ⱥา৙ȪȹᜊߔȬ

ɞȻᑢᑬɁᩜኮ᥂ȾߴȨȽᓨጨȟᝓɔɜɟɞکնȟ

ȕɞᴫȪȲȟȶȹ̾ऻᴩႆͶɥา৙຅ȢᜊߔȬɟɃ

̜΍ɂۄӏȬɞժᑤॴȟᯚȗᴫ

ɕșɅȻȷᐎțɜɟɞᛵىɂᴩ॑ျޙᄑȽץᭉȺ

ȕɞᴫʟɭʷʇ˂ʨɗʡɲʵʵʃɂᴩɶʳʃɁɛș

Ⱦᣥ஥ȺȕɞȻȗșаᚐᅺឧȾɛɝᴩȼșȪȹɕᣥ

஥ȺȕɞȦȻɋɁ॑ျᄑʚɮɬʃȟȞȞɞፀ౓ᴩȲ

ȻțᓨጨȟȕɞɁȟᄻȾоȶȹȗȹɕᅺᜁᄑȾɂԱ

៎ȟᗖȢȽɞȻȗșժᑤॴȺȕɞᴫȦɟɂʟɭʷ

ʇ˂ʨȾ᪅ɜȭᴩˢᓐȾᣥ஥ȺȕɞԚᑬᄻɁႆࢺȾ

цᣮȬɞϿտȞɕᅺɟȽȗᴫᣥ஥Ƚʟɭʷʇ˂ʨɂ

۰ৰऻȾᣮለɶʳʃɲʝȻ֣ɃɟɞʡɲʵʵʃȾȽ

ɝᴩȰɁऻԡȞɜሓɲʝȾȞȤȹᴩȬȽɢȴˢᓐക

ॡȺᣥ஥ȺɂȽȗ෉᪡ȾоɞȻᴩᓨथȾᩜȬɞᜤᣖ

ɂˢ෥Ⱦۄțɞᴫ

ȴȽɒȾᅺᜁ॑ျޙȺɂᴩʜʒɂ៎ߦ࿎ȟᣥ஥Ⱥ

ȕɞȦȻɥȼɁɛșȾȪȹᝓឧȪȹȗɞɁȞȻȗș

  ᭉɥ੥șᴩᣥ஥᛾ᴥperceptualץ transparencyᴦɁґ

᥿ȟȕɝᴩFuchs  ᴥ1923ᴦȾɛɞͶጕԇ͏᪃ᴩȨɑ

ȩɑȽᅺ᛻ȟᪿሥȪȷȷȕɞᴫȦɟɜɁᅺ᛻Ⱦژȸ

ȗȹᐎțɞȻᴩ࿎ျᄑȾᣥ஥Ⱥ۾ȠȽ៎ߦɁˢ᥂ґ

Ⱦ˪ᣥ஥ȽɕɁȟȕȶȹᴩȞȷᤛҒȽͱᏚȺ᥾Ƚɞ

ȻȠᴩȰȦȾȕɞ˪ᣥ஥ͶɋɁา৙ӌȟᗖɟɞፀ

౓ᴩɛɝᣥ஥৞ȟऐᝩȨɟɞȻȗșժᑤॴɕȕɞᴫ

ȷɑɝᴩ͇ࠖᑆኄȾཟ٣ȬɞᓨጨȾɂᴩፀ౓ȻȪȹ

ȦɁɛșȽ॑ျᄑӛ౓ɕȕɞɁȺɂȽȗȞᴼǽ९ș

ȾᇹȲȴȟʟɭʷʇ˂ʨɥᅒɔȹȗɞȻȠᴩᣥ஥Ⱥ

ȕɞȲɔȾɢȭȞȽᓨጨɂᄻ቏ȴᴩᓨጨȟɢȭȞȾ

ȕɞȲɔȾᣥ஥ȨȟऀȠ቏ȷȻȗșȦȻȞɕȪɟȽ

ȗᴫȲȻțȹɒɟɃŻᓨԴழᣥᴩᣥԴழᓨżȺȕɠ

șȞᴫ

͏˨ɁɛșȾᴩး٣ɑȺɁʟɭʷʇ˂ʨɁᓨጨґ

ȾᩜȬɞᅺ᛻ɂȞȽɝ୽࿁ᄑȺȕɝᴩͶጕᄑȾɑࢎ

ȻɔɞȦȻɂ஽ఙ߸஗ȺȕɞȻ९ɢɟɞᴫ̾ऻᴩሗ

ɗࠖᩖɁ۰ႱȳȤȺȽȢᴩᄉᑎ෉᪡Ⱦɛɞ۰ԇɕੰ

૱Ȭɞ॒ᛵȟȕɝᴩȦɁґ᥿ȺɁщͶᄑȽʑ˂ʉᪿ

ሥȻȰɁᜓ౏ȟఖɑɟɞᴫ

ពǽᢷ

టሟɥంȢȾȕȲɝᴩɿʽʡʵɁоਖ਼ȾȧԦӌȗ

ȲȳȗȲูྃ˽Ȼᩒู˽ɁᩜΡᐐɁ஁ȁȾ຅Ȣ৞ព

႑Ȫ˨ȥɞᴫȽȝᴩటᆅሱȾႊȗȲɿʽʡʵɂ෩ႇ

᪨៾ໃᝩ౼̜ഈȾɛɞᝩ౼ᓎ๜ȾɛɝीɜɟȲّࢾ

ɕɁȺȕɞᴫ

୫ǽစ

Fuchs,  W.,   1923.   Experimentelle  Untersuchungen   über   das  
stimultane   Hintereinandersehen   auf   derselben   Sehric-­
hung.  Zeitschrift  für  Psychologie,  91:  145–235.

Kittaka,  J.,  &  Ikegami,  E.,  1988.  Culture  of  the  palinurid  Pa-­
linurus  elephas  from  egg  stage  to  puerulus.  Bulletin  of  

1154.
Lebour,  M.  V.,  1950.  Notes  on  some  larval  decapods  (Crus-­

tacea)   from   Bermuda.   Proceedings   of   the   Zoological  
Society  of  London,  120:  369–379.

Martin,  J.,  2000.  Les  larves  de  crustacés  décapodes  des  côtes  
françaises  de  la  Manche— -­
dance.  IFREMER,  175  pp.

֪ႎα۾ˁ๒᥿᳷܁ˁ౑ǽϧˢˁ̢ਖ਼ՠ΃ފᴩ2001ᴫ
๽෩ႇʐʔɶɲʝᇼ4ሗɁᓨጨᑛȾɛɞቼ1ˁቼ2
ʈɲɬɁሗҜҝᴫ෩ႇޙ۾ಇᆅڨᴩ49:  51–58.


